
 

 

 

 

 
 

 平成 29 年８月 27 日（日）、本試験を受験された皆様、お疲

れ様でした！ 今年度も、午前が選択式、午後が択一式であり、

午後にはかなりの疲労が出たことと思われます。皆様のご苦労

を心から讃
たた

えますとともに、誌面にて今年度試験を総括します。 

 合格ライン予想は、ユーキャンのＨＰ
ホームページ

で公開している動画

をご確認ください。なお、正式な合格基準点などは、合格発表

日（11月 10日(金)）に試験実施機関から発表される予定です。 

 

 

 

 

 今年度の選択式は、全体的に難易度のバランスが良いという印象です。各科目に１つ程度、難度の

高い空欄が配置されており、「３点の基準点をギリギリで取らせよう」との作問者（試験委員）の意図

が感じられます。試験委員は、今年度は16名であり昨年度よりも１名減っていますが、そのメンバー

は同じでした。つまり、昨年度と同じ試験委員が今年度の試験問題を作っているわけですから、難易

度を昨年度からうまく修正・調整したものと考えられます。近年の傾向から鑑みますと、択一式も含

めて、社労士試験の難しさは、今年度のものが標準的なものになってもおかしくはありません。 

 本質的な難易度を示すと次表のとおりです。選択式全体としては、普通レベルでした。なお、ここ

でいう「本質的な難易度」とは、「通常のテキスト学習等」で正解が得られるか否かを基準として、ユ

ーキャン独自の方法により区分したものであり、実際の得点状況（平均点）とは一致しないものもあ

ります（平均点には、ほとんど学習していない受験者の得点も含まれているため）。 

 

●選択式の本質的な難易度 

 労基・安衛 労災 雇用 労一 社一 健保 厚年 国年 

Ａ 易 易 普 難 難 難 易 易 

Ｂ 普 易 易 普 易 普 易 普 

Ｃ 易 普 易 難 難 難 易 普 

Ｄ 易 易 難 易 易 難 難 易 

Ｅ 難 易 普 難 易 易 普 難 

全体 普通 易しい 普通 難しい 普通 難しい 普通 普通 

 

平成29年度本試験の総括 ユーキャン社労士講座 

平成29年度本試験が終わって

〈１〉選択式について 

易…「易しい」、普…「普通」、難…「やや難」又は「難しい」 

合格ライン予想は『動画』で公開中！ 



 

 選択式で得点状況が良くなかった（平均点が３点未満の）科目は、雇用、労一及び健保の３科目で

した。それぞれのポイントなどは、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ところで、「ユーキャンの教材は、内容が基本事項ばかりで、（上

記のような）難度の高い問題に対応できないのでは？」というご

意見に残念ながら接することがあります。確かに基本重視なので

すが、本試験に十分対応できる教材であり、カバー率は高い水準

です。上記３科目でポイントとなる空欄の解答は、雇用Ｅ「労働

生産性」、労一Ａ「約７割」・Ｂ「指導する人材が不足している」・

Ｅ「ベトナム」、健保Ｂ「年齢階級別の分布状況」・Ｃ「総報酬額

の平均額」ですが、いずれもカバーしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「未支給の基本手当（Ａ）」「日雇労働被保険者（Ｂ・Ｃ）」「雇用保険二事業（Ｄ・Ｅ）」

といずれもややマイナーなテーマからの出題。Ｂ・Ｃは易しい。最大のポイントは、

最新の改正事項（Ｄ・Ｅ）を学習していたか。Ｅは改正の学習で無理なく正解が可能。 

雇 用 

Ａ・Ｃは能力開発基本調査から割合を問うた難しい出題。Ｄの外国人雇用状況の届出

制度が「すべて」の事業主を対象とするものと答えられたかが明暗を分けそう。Ｂも

空欄後の文章や常識的観点からの判断で正解は可能。残りはＡかＥで得点したい。 

労 一 

ＡとＤは不正解でも仕方がない。しかし、Ｅの人数要件は確実に正解しなければなら

ない。最大のポイントは、Ｂ・Ｃの協会けんぽの財政の調整に関する問題を正解でき

たかである。全体的に出題内容が混乱を誘う作りなので高得点をあげるのは厳しい。 

健 保 

重要な教材の１つＡＳＳＩＳＴ 

【ＡＳＳＩＳＴ法改正総まとめ号-Ｐ23】 

【過去問攻略集（労働編）-Ｐ481】 

雇用Ｅは赤字で強調 

労一Ａ・Ｂは、要するに 
Ｈ24の過去問を見ていれ
ば、正解が可能であった
（傾向は、通常、大幅には
変動しないため） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の選択式は、ユーキャンの提供する教材で、全科目３点以上得点することが可能でした。上記

の教材を繰り返し学習した方は、今回の選択式は十分な手ごたえを感じられたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 今年度の択一式は、全体的にはやや易しいレベルであり、近年の傾向どおり、受験者の実力が反映

されやすい内容でした。一方、難しい問題も比較的多かったため、易しい・普通レベルの問題でいか

に取りこぼさず得点を重ねることができたかが重要でした。近年の難易度の推移は次のとおりです。 

 

●択一式の難易度の推移（過去５年） 

 易しい 普通 難しい 全体の印象 

平 25 21 29 20 やや易しい 

平 26 14 36 20 普通 

平 27 13 28 29 難しい 

平 28 14 32 24 普通～やや難しい 

平 29 20 23 27 やや易しい 

〈２〉択一式について 

【基本テキスト-Ｐ151】 

【ＡＳＳＩＳＴ白書対策号-Ｐ24】 

労一Ｅのベトナムのほか、補足でＤ「すべて」にも言及 

【選択式チェック講義レジュメ-Ｐ78】 

的中！ 

健保Ｂ・Ｃは図入りで解説 【第２回模擬試験-選択式問６】 

※ユーキャン独自の方法で算出 

的中！ 



 

 今年度の択一式については、通常の教材で高得点も可能でした。その特徴は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の本試験は、選択式・択一式ともに、メリハリの利いた問題が多く見られました。「正解し

なければならない問題」と「正解しなくてもよい問題」がハッキリとしているという意味です。そし

て、「正解しなければならない問題」は、基本事項、改正及び過去問を繰り返し学習することで攻略

することができます。昨年度に『合格基準の考え方について』が公表された影響として、今後はより

受験者の実力が反映されやすい問題が社労士試験の中核となっていくものと考えられます。つまり、

「社労士試験＝頑張った人が報われる試験」であることがより鮮明になるのではないでしょうか。 

最後に、今年度試験を踏まえた学習のアドバイスとして、次の２点をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

以上、今回受験された１人でも多くの方が、11 月 10 日に見事合格者としての称号を手に入れ、社

労士としてさらなる活躍をされますことを期待しつつ、総括の結びとします。お疲れ様でした！ 

〈３〉まとめ 

昨年度の難易度が大幅に修正され、社会保険科目（特に健保と国年）が得点しやすく

なった。また、最も易しい国年を除き、各科目は平均して、「易＝２～３問、普＝３～

４問、難＝３～４問」であり、難易度のバランスが良く、突出して難しい科目はない。 

科目間の 
レベル 

全体の頁数は 58 頁であり、昨年度（59 頁）とほぼ同じであった。長文化の傾向に歯

止めがかかった感がある。個数問題は３問のみとなり、昨年度（７問）から大幅に減

った（この分、得点しやすくなった。）。組合せ問題は８問（昨年度は11問）であった。 

形式面 

①最新改正問題18肢・前年改正問題13肢であり、昨年度（37肢・８肢）より減少。 

②判例問題は13肢で、昨年度（７肢）より増加。労災での判例の出題が目立った。 

③事例問題は58肢で、昨年度（72肢）より減少。特に複雑な事例問題が減った。 

①改正 

②判例 

③事例 

広義の『社会保

険科目』の攻略

が必須！ 

１ 

『ややマイナー

なテーマ』にも

目を光らせる！ 

２ ややマイナーなテーマについても、得点状況に差が生じやすい傾向があり

ます。「ややマイナーなテーマ」とは、テキストの本文に記載はあるが、

学習で飛ばしてしまいがちなテーマ（たとえば、保険給付の通則、障害手

当金など）のことです。幅広い項目を地道にカバーする努力が大事です。 

広義の社会保険科目（特に、労災、雇用、徴収、健保、国年、厚年）

は、得点状況に差が生じやすい傾向にあります。問題演習、改正・

数字要件の整理を、早期に丹念に行うことが攻略のカギです。 


